
近
世
初
頭
に
於
”
る
亘
石
蓮
搬
法
の
考
察

齋

藤

忠

　
　
こ
の
小
稿
俵
、
か
れ
て
考
古
學
の
立
場
か
ら
試
み
て
居
ろ
「
古
墳
築
造
問
題
し
の
考
察
中
に
生
れ
六
一
つ
の
さ
㌧
や
か
な
翻
産
物
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
序
　
　
　
　
　
言

　
且
石
の
運
搬
工
事
は
、
機
械
力
の
登
達
し
運
春
機
關
の
充
備
し
た
今
日
に
於
い
て
も
爾
幾
多
の
困
難
を
俘
っ
て
居
る
。

ま
し
て
、
秀
券
な
・
鯖
の
難
な
租
た
無
力
の
多
き
を
特
ん
蓮
搬
し
蓮
去
に
あ
っ
薮
・
豪
如
画

何
に
多
大
な
勢
力
と
危
瞼
と
を
齎
し
た
難
工
事
で
あ
っ
た
か
は
愛
に
贅
言
す
る
を
侯
た
な
い
で
あ
ら
う
。

　
我
近
世
初
頭
に
於
い
て
は
、
軍
事
的
設
備
の
必
要
上
、
或
は
叉
種
々
な
る
宗
門
上
の
施
設
等
の
要
求
の
下
に
、
土
木

工
事
は
特
に
活
濃
な
る
楼
達
を
見
る
に
至
っ
た
が
、
此
等
の
工
事
に
は
當
然
石
材
の
使
用
を
必
要
と
し
亘
石
も
亦
盛
に

利
用
せ
ら
れ
る
所
が
あ
っ
た
。
塞
に
、
「
大
名
衆
風
動
の
大
石
を
大
船
に
つ
み
江
戸
へ
持
ち
來
て
千
人
引
は
劔
お
き
三
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

人
五
千
万
引
の
石
を
幾
千
と
も
数
知
ら
す
引
給
ふ
事
お
び
論
い
し
」
き
此
期
こ
そ
、
互
石
運
搬
の
最
も
顯
著
な
る
一
期

を
劃
す
る
と
云
ふ
べ
く
、
今
術
大
坂
城
或
は
大
難
儀
等
に
嚴
然
と
し
て
存
す
る
互
石
は
、
亦
之
を
如
實
に
物
語
る
に
足

る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
近
世
に
於
け
ろ
日
石
蓮
工
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
第
二
號
　
　
二
九
九



　
　
　
　
近
世
に
於
け
ろ
E
贋
蓮
書
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
善
　
第
二
號
　
　
三
〇
〇

　
然
ら
ば
、
機
械
力
の
登
達
し
な
い
當
時
．
こ
れ
等
の
翼
翼
は
如
何
な
る
器
具
に
よ
っ
て
如
何
に
し
て
蓮
搬
せ
ら
れ
た

ら
う
か
。

　
今
か
～
る
實
際
問
題
に
就
い
て
二
三
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
謎

　
（
1
）
　
慶
長
見
聞
三
一
九
、
唐
船
作
ら
し
め
給
ふ
事

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
三
石
蓮
搬
の
原
始
的
方
法
の
一
般

我
國
の
薯
懸
崖
に
就
い
て
楽
だ
詳
曇
る
霧
雪
殆
ど
見
誤
ら
な
い
恥
な
る
原
始
的
方
法
の
一
磐
關

し
轟
既
に
海
外
の
華
誉
よ
つ
て
璽
せ
ら
れ
て
居
・
黙
が
少
拳
。
全
本
論
に
入
・
晃
だ
ち
蕎
提
醐

と
し
で
、
こ
れ
等
を
少
し
く
紹
介
す
る
の
も
聖
者
の
比
較
上
決
し
て
徒
事
で
は
な
か
ら
う
。

　
黒
石
蓮
搬
の
原
始
的
方
法
と
し
て
最
も
合
理
的
と
思
は
れ
る
の
は
、
所
謂
「
ロ
ー
ラ
ー
し
の
使
用
に
よ
る
運
搬
で
あ

わる
。
帥
ち
幽
學
者
は
革
具
禮
的
説
明
を
な
し
て
、
「
梁
（
ゆ
①
9
；
ω
）
を
並
列
せ
し
め
て
粗
大
な
行
路
を
作
う
、
黒
石
の
下

に
は
丸
太
（
著
。
。
号
p
即
亀
Φ
量
を
置
き
、
以
て
多
数
の
人
叉
は
牛
が
石
に
附
し
た
綱
に
よ
っ
て
牽
引
し
、
他
の
一
部

の
人
々
は
或
は
石
の
後
方
で
辛
子
を
利
用
し
て
滑
進
を
容
易
な
ら
し
め
或
は
九
太
を
石
の
前
方
に
置
き
か
へ
っ
、
、
之
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ム

を
進
行
せ
し
む
る
」
と
言
っ
て
居
る
が
、
，
斯
か
る
方
法
は
夙
に
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の
浄
彫
の
上
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
あ

る
（
第
一
圏
）
。
而
し
て
此
場
合
、
百
石
は
直
接
牽
引
せ
ら
れ
る
外
に
、
爾
津
9
ヨ
。
又
は
ω
δ
仏
ひ
q
①
の
如
き
に
載
せ
て
其



下
に
丸
太
を
敷
い
て
牽
く
如
き
方
法
も
多
か
つ
π
ら
う
と
推
察
せ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伺
他
の
方
法
と
し
て
は
、
互
石
に
数
本
の
桿
梁
を
縛
り
又
は
更
に
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
横
捧
を
固
縛
し
、
多
人
数
の
肩
に
持
ち
上
げ
て
一
動
一
進
し
つ
、
徐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
ず
る
も
の
が
あ
b
、
特
に
亘
石
に
孔
を
開
け
て
一
本
の
桿
梁
を
貫
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
し
め
て
持
ち
上
げ
る
方
法
も
、
印
度
の
山
地
に
於
い
て
三
際
に
行
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腫
れ
て
居
る
由
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
又
一
方
法
と
し
て
、
新
し
く
築
き
よ
げ
た
勾
配
を
利
用
す
る
場
合
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
。
帥
ち
是
は
、
巨
石
に
接
し
て
一
面
を
急
傾
斜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
、
他
面
を
緩
か
な
勾
配
に
な
し
た
堅
い
三
角
駿
の
土
壷
を
盛
り
上
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圓
　
そ
の
面
を
灘
粘
土
で
掩
ひ
、
以
て
礫
石
を
し
、
て
挺
子
を
利
用
し
て
急
傾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斜
の
側
よ
り
其
頂
黙
に
移
し
上
げ
て
他
邊
の
緩
斜
面
を
滑
降
せ
し
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
く
し
て
之
を
繰
り
返
へ
し
つ
、
目
的
地
に
移
動
せ
し
む
る
も
の
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
。
是
は
互
石
を
緩
や
か
な
坂
の
上
に
引
き
上
げ
る
場
合
に
も
利
用
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
と
思
は
れ
る
が
、
或
は
叉
静
止
せ
る
蝋
石
に
最
初
の
進
動
を
與

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

へ
る
際
に
も
採
用
せ
ら
れ
旋
も
の
と
考
察
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
　
　
　
近
世
に
於
け
ろ
亘
白
蓮
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
二
號
　
　
三
〇
一

（l15）

f



　
　
　
　
　
近
世
に
於
け
る
磁
石
蓬
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
替
　
第
二
號
．
　
三
Q
二

・、

｢
、
、
蓮
搬
の
光
景
に
就
い
て
は
、
其
推
察
も
充
分
試
み
ら
れ
て
居
ら
澱
が
、
た
や
ω
苛
済
暴
8
昌
霞
Φ
霞
蜜
H
唇
《
p
巳
｝
・

行
が
曾
て
の
ア
ツ
シ
ソ
ヤ
の
地
に
探
蒸
し
た
際
、
其
地
の
彫
刻
ゆ
三
一
を
土
入
を
使
つ
で
蓮
乱
せ
し
め
だ
光
景
の
一
節

に
「
や
が
て
音
樂
隊
が
や
っ
て
來
て
精
一
杯
に
太
鼓
を
た
、
い
た
り
笛
を
吹
い
，
た
り
し
た
。
か
く
し
て
切
些
を
載
せ

た
二
輪
馬
車
は
約
三
百
入
の
人
数
で
牽
か
れ
た
が
、
彼
等
は
皆
聲
を
限
り
と
叫
び
あ
げ
、
そ
し
て
監
督
の
者
等
に
よ
っ

て
騙
り
立
て
ら
れ
て
居
っ
た
Q
そ
の
行
列
の
絡
り
に
は
金
切
聲
を
あ
げ
て
る
婦
八
連
も
つ
い
て
居
た
Q
．
叉
騎
馬
の
入
々

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

は
槍
を
手
に
以
て
右
往
左
往
し
つ
、
勢
よ
く
働
き
彼
等
の
周
圃
で
色
々
な
任
務
に
つ
い
て
居
っ
た
」
と
い
ふ
如
き
意
味

を
述
べ
て
居
る
の
は
、
原
始
的
運
搬
の
光
景
の
一
場
面
と
も
見
ら
れ
て
興
昧
の
惹
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

　
以
上
．
原
始
的
方
法
の
二
三
例
を
暴
げ
た
。
然
ら
ば
我
近
世
初
期
の
頃
か
、
る
方
法
は
果
し
て
皆
無
で
あ
っ
た
ら
う
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
・

、
　
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
．

力　
更
に
筆
を
更
め
て
、
そ
の
實
際
に
就
い
て
考
察
を
進
め
れ
ば
、
自
ら
そ
の
解
答
は
與
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
（
1
）
　
一
般
の
も
の
と
し
て
は
象
ゴ
喜
田
貞
害
博
士
の
「
大
石
の
運
搬
」
な
る
自
由
（
讃
奥
百
謡
勝
牧
）
が
特
記
す
べ
き
に
過
ぎ
な
い
。
併
し
或
主
題
に
闘

　
　
　
　
聯
し
て
互
石
南
朝
に
も
締
れ
て
居
る
の
に
、
京
大
考
古
學
研
究
雷
管
第
八
珊
の
『
近
江
國
高
島
郡
水
尾
村
の
古
債
』
、
小
野
清
氏
『
大
阪
城
誌
』
大
類

　
　
　
　
搏
士
鳥
羽
氏
の
『
武
家
畔
代
の
城
郭
及
城
赴
』
等
々
に
費
し
、
叉
藤
島
亥
二
灘
氏
も
建
築
史
の
立
場
よ
り
考
察
た
試
み
て
居
ら
れ
る
が
、
（
建
築
雑
誌

　
　
　
　
第
四
四
輯
第
五
三
七
輯
「
古
代
の
建
築
技
術
」
等
そ
の
一
端
）
、
未
だ
詳
細
な
る
渡
瀬
に
ロ
接
し
て
居
ら
な
い
。

　．

i
2
）
　
此
方
法
に
多
く
の
勇
者
の
等
し
く
考
へ
て
屠
ろ
所
で
あ
り
、
同
．
崔
。
き
。
み
○
。
8
3
巳
μ
。
Q
。
門
§
譲
。
門
ω
ε
琶
蚤
晒
㈹
。
（
℃
山
O
い
聾
引
）
“
劉
〉
．
も
。
．

　
　
　
　
ソ
碧
・
二
鍵
。
・
．
為
ヒ
。
ぎ
ム
ぎ
津
Φ
－
O
象
「
。
円
ぎ
＄
（
渇
』
呂
）
等
に
も
之
に
鰯
れ
て
屠
る
。
　
　
　
　
　
．



　
（
。
。
）
　
臼
国
．
蜀
。
3
男
。
轟
ぴ
9
§
。
窯
9
≦
器
簿
賃
三
血
け
一
】
。
謬
尉
毎
山
ρ
即
℃
．
G
っ
■

　
（
榔
）
≧
葱
窪
躍
§
績
目
獅
｝
霞
負
冬
蕊
く
。
M
；
H
回
（
酬
野
毫
。
ド
掌
・
。
メ

　
　
　
9
男
。
募
具
U
。
日
量
≦
質
多
一
湊
一
襲
津
。
㌶
ω
ε
冨
“
℃
．
H
誤
●

　
（
α
）
　
考
［
琴
琵
0
9
く
㌶
芦
9
り
。
8
耳
野
。
匿
く
銭
。
一
謎
鋒
ω
8
邑
り
。
薦
ρ

　
　
　
　
　
　
（
》
窓
霧
8
一
〇
σ
q
…
3
ぎ
㎞
．
U
G
。
讐
穿
隊
暦
鳴
●
犀
）

　
（
O
）
　
≧
唄
鼓
。
O
ぎ
屠
”
寓
［
馨
。
ざ
自
¢
目
、
跨
巨
崇
。
寮
賃
ρ
H
勺
．
訣
U
．

　
（
“
）
　
国
3
男
。
戸
循
げ
ω
ε
ロ
。
冒
g
毒
霞
誘
p
巨
臨
戸
。
酵
堕
三
今
錘
℃
●
㊤
●

　
（
G
。
）
　
男
寓
●
ω
ぎ
嶺
8
L
ピ
国
捧
○
蔓
o
h
卜
門
。
ぼ
8
魯
三
一
U
o
亀
。
℃
日
○
艮
H
勺
・
駆
っ
㏄
・

　
（
O
）
　
2
簗
窪
国
窪
蔓
U
蔓
㌻
「
ρ
≧
g
益
＝
旨
創
蕊
》
。
島
許
蚤
マ
G
。
嵩
1
。
。
H
ρ

　
　
　
　
　
　
　
　
三
、
近
世
初
頭
に
於
け
る
磐
石
運
搬
の
書
芸

　
我
が
近
世
初
頭
に
於
い
て
、
黒
石
が
如
何
に
し
て
運
搬
せ
ら
れ
た
か
の
實
際
問
題
の
考
察
に
當
っ
て
、
最
初
に
想
到

せ
ら
れ
る
の
は
、
此
際
如
杯
な
る
機
關
を
利
用
し
た
か
の
疑
念
で
あ
ら
う
。
無
論
か
、
る
場
合
、
車
の
類
が
其
重
要
な

る
器
具
で
あ
っ
た
事
は
容
易
に
推
考
ぜ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
併
し
特
に
芸
大
な
石
材
の
運
搬
に
際
し
て
は
、
そ
の
上
げ

下
し
に
非
常
な
る
困
難
が
あ
り
且
又
車
輪
及
び
車
膿
に
特
別
な
る
堅
牢
と
大
い
さ
と
を
必
要
と
す
る
以
上
、
是
が
如
何

な
る
程
度
迄
利
用
せ
ら
れ
た
か
に
就
炉
て
は
爾
疑
問
と
し
て
留
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
翻
っ
て
今
之
を
交
獄
に
徴
す
る
に
、
磐
石
運
搬
に
際
し
て
は
修
羅
と
稻
せ
ら
れ
る
器
具
が
使
用
せ
ら
れ
た
事
は
察
知

す
る
に
難
く
な
い
。
郎
ち
是
は
、
『
大
友
興
旧
記
』
に

　
　
　
　
近
世
に
於
け
る
E
白
蓮
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巷
、
第
二
號
　
　
三
〇
三

（　117　）



　
　
　
　
近
世
に
於
け
る
亙
石
思
子
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
二
號
　
　
三
〇
四

　
去
程
に
去
天
正
四
年
丙
子
の
夏
南
璽
國
よ
り
大
の
石
火
矢
到
來
す
肥
後
國
よ
り
修
羅
を
も
つ
て
豊
後
臼
杵
丹
生
の
島

　
　
　
　
　
　
、
D

　
弓
ひ
か
せ
ら
る
。
．

と
傳
へ
ら
れ
、
又
『
明
良
洪
範
』
に
よ
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
陸
地
に
は
修
羅
を
以
て
牛
数
多
か
け
て
勢
れ
ざ
る
機
に
ひ
か
す
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
り

と
い
は
れ
る
如
く
「
石
引
物
」
叉
は
「
石
引
車
」
と
し
て
知
ら
れ
た
盤
石
運
搬
の
重
要
な
る
器
具
で
あ
っ
た
。
然
ら
ば
、
是

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

は
如
何
な
る
構
造
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
か
。
之
に
就
い
て
は
夙
に
説
が
行
は
れ
、
『
安
齋
随
筆
』
に
は
「
今
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

地
車
と
云
ふ
も
の
、
大
な
る
歎
」
と
考
察
し
、
。
又
『
嬉
遊
笑
覧
』
に
は
「
地
車
な
ど
も
し
か
潔
し
に
や
」
と
推
考
し
、
何
れ

も
地
車
の
類
と
同
】
溢
し
て
居
る
Q
而
し
て
地
車
な
る
も
の
は
無
理
、
諸
車
書
店
の
取
締
り
の
爲
漏
せ
ら
れ
た
「
畳
」
の
　
恥

中
に
も
多
重
薫
る
紘
近
誓
於
け
垂
要
薄
藍
講
⑭
；
で
あ
っ
た
事
鯖
か
で
あ
り
麦
そ
の
構
造
σ

に
關
し
て
は
、
『
江
戸
名
所
記
』
に

　
こ
・
の
ご
ろ
は
地
車
と
い
ふ
物
を
は
じ
め
て
牛
を
か
け
す
車
に
荷
物
を
の
せ
て
人
入
乏
し
て
こ
れ
を
ひ
く
江
戸
中
我
も

　
く
と
こ
し
ら
へ
て
そ
の
車
の
名
を
代
入
と
名
づ
け
て
用
ゆ
（
中
略
）
江
戸
中
の
馬
借
馬
子
等
は
地
車
を
い
や
が
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
く
み
て
代
入
を
ひ
く
も
の
を
人
畜
生
と
の
、
し
る
と
か
や

と
見
ゆ
る
如
き
説
も
考
慮
す
べ
く
、
蓋
し
所
謂
大
入
車
或
は
之
に
類
似
す
る
扁
種
の
車
と
考
へ
る
の
が
黒
具
で
あ
ら

う
’
o



　
さ
て
地
車
は
斯
か
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
之
を
以
て
修
羅
と
同
一
親
す
る
こ
と
は
、
果
し
て
許
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う

か
。
ム
⊥
た
び
、
『
室
町
殿
日
記
』
に
修
羅
に
よ
っ
て
蓮
搬
す
る
光
景
を
記
し
た
中
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
楠
木
松
の
虹
梁
を
も
つ
て
し
ゅ
ら
車
を
造
り
て
こ
れ
に
ひ
き
の
せ
遣
す
ち
に
は
九
田
を
し
き
て
其
う
へ
に
あ
ら
め
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
ま
か
せ
て
濾
め
り
を
も
っ
て
や
り
に
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

の
如
く
、
九
太
を
敷
い
て
引
き
行
か
し
め
た
黙
を
考
慮
に
入
れ
、
ば
、
之
を
軍
に
地
車
の
類
と
す
る
こ
と
は
聯
か
姜
當

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
一
。

を
敏
く
所
が
あ
る
機
に
思
は
れ
る
。
し
か
も
亦
、
天
保
年
間
の
『
北
越
雪
譜
』
に
轄
の
説
明
を
な
し
て

　
大
な
る
を
里
俗
に
修
羅
と
い
ふ
大
石
大
木
を
の
す
る
な
り

修
羅
の
圖
石
舞
所
貯
　
　
　
　
　
　
・
と
記
し
、
或
は

猷
　
　
　
　
　
発
纂
言
三
つ
尋
・
な
－

寸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蔚
圃
と
見
え
、
叉
弘
化
頃
の
『
梅
園
日
記
』
に
「
先
年
盤
巖
島
の
伊

亀
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

君
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豆
屋
と
い
へ
る
石
建
・
に
て
修
羅
と
縛
す
る
器
を
見
π
り
」

と
し
て
第
二
圖
を
墨
げ
て
居
る
如
き
隔
修
羅
の
所
謂
土
俗
的
例
謹
を
も
留
意
す
る
時
、
車
輪
を
有
す
る
地
車
の
類
と
同

一
呈
す
る
説
は
到
底
首
肯
し
得
ぬ
所
で
あ
ら
う
。
か
く
し
て
更
に
一
歩
を
進
め
て
如
上
の
諸
例
を
綜
合
し
之
よ
り
考
察

　
　
　
　
近
世
に
於
け
ろ
斑
石
運
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
溝
　
第
二
號
　
　
三
〇
五

■

’　＝」

き

，　1

票
三
寸

｛
・1

　口E’一 「
糞
冬

．五 ・卜

書
量
・
料

1許

■　・　一

「
i
I ヒ
1驚倒
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近
世
に
於
け
ろ
互
石
蓮
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
谷
　
第
二
魏
　
　
三
〇
六

す
れ
ば
、
修
羅
こ
そ
實
に
格
子
紐
叉
は
権
の
如
き
輩
重
な
る
構
造
を
有
し
九
太
を
利
用
し
て
滑
進
せ
し
め
だ
一
種
の
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
始
的
器
具
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
帥
ち
か
の
『
梅
園
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
』
t
も
既
K
「
地
車
に
擬
す
」
と
断
案
を
下
し
て
第
三
圖
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
を
示
し
て
居
る
の
は
、
宴
薫
卓
見
と
す
べ
き
も
の
で
な
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
蓋
し
互
石
の
旧
き
多
大
な
る
重
量
と
容
積
と
を
俘
ふ
物
膿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
運
搬
に
藤
も
て
は
、
種
々
不
便
を
俘
ふ
車
類
よ
り
、
か
、
る
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
太
の
廻
縛
を
利
用
す
る
原
始
的
方
法
こ
そ
最
も
合
理
的
な
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
ら
う
。
支
那
に
於
い
て
、
紙
代
に
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
　
　
叉
有
載
翻
心
大
木
只
有
短
梯
盤
三
無
輪
謂
之
三
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乏
記
さ
れ
、
之
と
同
様
な
る
構
造
乏
思
は
れ
る
も
の
を
互
石
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
の
二
二
具
と
し
て
見
出
す
こ
と
は
一
段
の
興
趣
を
畳
え
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
で
あ
り
、
叉
我
國
現
今
に
於
い
て
、
森
林
地
よ
り
木
材
を
運

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
饗
す
渦
際
に
木
馬
一
一
と
欝
し
て
短
か
い
梯
子
の
如
き
に
曳
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

を
附
し
横
木
を
並
べ
た
導
牽
引
す
る
方
法
の
行
は
れ
て
慰
の
は
、
曾
て
の
修
羅
の
方
法
と
墨
の
原
響
立
脚
し

（12e）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瑚

同
様
の
致
果
を
豫
糊
す
る
も
の
と
い
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し
て
如
上
の
修
羅
は
、
そ
の
名
総
既
に
『
轟
然
抄
』
に
も
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珂

さ
れ
、
又
『
節
用
集
』
に
も
「
修
羅
引
＝
大
木
材
木
一
也
」
と
見
え
て
居
り
、
早
く
よ
り
の
存
在
を
物
語
っ
て
居
る
が
、
そ
の

壌
絶
に
就
い
て
は
、
如
上
『
梅
園
日
記
』
の
弘
化
頃
に
土
俗
と
し
て
の
残
存
を
傳
へ
、
叉
『
安
齋
随
筆
』
『
嬉
．
遊
笑
覧
』
等
に

之
に
就
い
て
軍
な
る
推
察
の
み
を
試
み
て
居
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
の
頃
【
般
に
墨
守
譲
な
使
用
は
杜
絶
し
た
も
の
と
思

は
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
か
く
述
べ
來
た
っ
た
所
に
よ
っ
て
、
修
羅
は
近
世
初
期
の
碁
石
運
搬
の
上
に
於
い
て
は
看
過
す
べ
か
ら
ざ
る
重
要
な

る
一
器
具
で
あ
っ
た
事
は
明
か
で
あ
り
、
し
か
も
原
始
的
方
法
の
域
を
脱
し
な
．
い
最
も
耳
環
な
構
造
の
も
の
な
る
こ
と

を
も
推
測
す
・
に
難
き
で
あ
ら
t
　
　
　
　
　
　
　
　
．
働

　
以
上
、
黒
頭
に
於
い
て
軍
な
る
一
器
具
に
就
い
て
わ
づ
ら
は
し
く
考
察
を
試
み
た
。
こ
れ
た
“
旦
石
蓮
下
上
簡
軍
に

し
て
し
か
も
必
須
な
る
こ
の
器
具
が
黒
子
深
く
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
に
よ
る
に
過
ぎ
な
い
。
私
は
一
先
づ
修
羅
に
就
い

て
は
斯
か
る
卑
考
を
以
て
満
足
し
、
論
を
低
め
て
爾
別
箇
な
る
問
題
に
筆
を
及
ぼ
さ
う
。

　
さ
て
運
搬
上
の
一
器
具
の
考
察
の
後
に
、
主
家
留
意
す
べ
き
こ
と
は
、
蓮
搬
そ
の
も
の
、
問
題
で
あ
ら
う
。
帥
ち
運

搬
の
實
際
の
光
景
は
果
し
て
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
ら
う
か
。

　
蓋
し
、
蓮
搬
が
多
大
な
る
勢
力
と
苦
心
と
を
伜
ふ
も
の
で
あ
る
以
上
、
そ
れ
が
多
く
衆
昌
を
峙
だ
、
し
め
る
一
つ
の

大
い
な
る
行
動
で
あ
っ
た
事
は
い
ふ
迄
も
な
い
。
換
言
す
れ
ば
多
数
の
槻
衆
の
寄
り
集
ふ
毅
賑
た
る
雰
國
氣
の
中
に
於

　
　
　
　
近
世
に
於
け
る
E
石
蓮
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
猟
　
第
二
號
　
　
三
〇
七



〆

近
世
に
於
け
る
E
石
運
搬
法
の
考
察

…
欝
…

藩
学
・

・
　
轟

第四岡

　
　
　
　
艦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
団
　
第
二
號
　
　
三
〇
入

い
て
、
美
は
し
き
装
ひ
を
な
し
賑
は
し
き
歌
調
に
合
せ
て
一
動
一
進
ず
る
所

謂
お
祭
氣
分
の
充
溢
し
た
場
合
を
生
じ
π
事
が
多
か
っ
た
。
大
織
殿
築
造
の

際
、
そ
の
空
石
を
運
ぶ
際
に

　
石
を
と
む
す
（
級
子
）
な
ど
に
て
つ
、
み
木
や
り
の
を
ん
と
う
（
昔
頭
）
取
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
珊

　
異
形
の
出
立
に
物
し
引
け
れ
ば
見
物
の
貴
賎
を
し
も
わ
け
ら
れ
ぬ
許
也

と
そ
の
光
景
を
傳
へ
、
叉
信
長
が
京
都
二
條
の
構
を
修
築
し
た
時
に
は
大
石

を
運
搬
せ
し
め

　
信
長
御
自
身
被
成
御
越
彼
名
石
を
綾
錦
を
以
て
ρ
、
ま
せ
色
々
花
を
以
て

　
か
さ
り
大
綱
除
多
付
さ
せ
ら
れ
笛
太
鼓
つ
、
み
を
以
て
濡
し
立
信
長
被
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淘

　
御
下
知
帥
時
に
庭
上
へ
御
引
付
候

と
記
せ
る
如
懸
は
、
か
、
る
光
景
の
一
場
面
を
描
い
た
も
の
と
し
て
捨
つ
べ

き
も
の
で
は
な
か
ら
う
。
而
し
て
斯
の
近
江
國
百
濟
寺
に
現
存
す
る
絡
馬
（
第

　
1
9
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
0

四
圖
）
の
如
き
、
或
は
帝
室
博
物
館
所
藏
…
の
蒔
給
…
盆
（
第
五
圖
）
の
如
き
、
假

令
そ
の
製
作
の
時
代
に
就
い
て
は
多
少
の
考
慮
を
要
す
る
と
し
て
も
、
近
世

一
般
に
於
け
る
亘
石
蓮
搬
の
姿
を
最
も
三
三
に
描
略
せ
る
資
料
と
し
て
特
記

（　122　）



ず
べ
き
も
の
で
あ
る
。

爾
此
等
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
如
く
、
運
搬
物
の
上
に
は
り
ー
ダ
ー
と
も
い
ふ
べ
き
者
が
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
て
、
下
魚
を
し
指
揮
し
音
頭
を
と
っ
た
と
思
は
れ
る
が
、
こ
れ
、
外
に
あ

第五圖

と
傳
へ
ら
れ
て
る
る
如
．
き
は
、
多
少
の
誇
張
は
あ
る
と
し
て
も
、

　
　
　
　
近
世
に
於
け
る
亘
石
運
搬
法
の
考
察

っ
て
は
遠
く
ア
ッ
シ
リ
ヤ
の
原
始
的
方
法
に
も
窺
は
れ
る
。
思
ふ
に
多
人

数
に
よ
っ
て
運
搬
す
る
時
、
唱
和
に
よ
っ
て
彼
等
の
呼
吸
を
一
に
し
其
力

を
鼓
舞
す
る
こ
と
は
最
も
必
要
な
る
所
作
で
あ
り
、
　
一
見
些
事
に
見
ゆ
る

こ
れ
こ
そ
亘
石
運
搬
に
際
し
て
は
敏
く
べ
か
ら
ざ
る
重
要
な
一
要
素
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
術
如
上
の
場
合
は
主
と
し
て
園
地
に
於
け
る
蓮
搬
で
あ
る
が
、
若
し
山

上
に
亘
石
を
引
き
上
げ
る
場
合
の
如
き
は
、
確
か
に
難
作
業
で
あ
り
又
大

工
事
で
あ
っ
だ
。
『
信
長
公
記
』
に

　
蛇
石
と
云
名
石
に
て
勝
た
る
大
石
に
候
間
一
切
に
御
山
へ
不
上
候
然
間

　
朋
柴
筑
前
瀧
川
左
近
惟
由
五
郎
左
衛
門
爲
三
人
助
勢
一
萬
絵
之
以
人
歎

　
虚
日
三
日
に
被
上
候
信
長
公
御
国
を
以
転
御
天
圭
へ
上
さ
せ
ら
れ
書
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
・
2
1

　
山
も
谷
も
動
許
候
べ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
い
か
に
困
難
を
件
つ
た
か
を
物
語
る
に
足
る
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
監
　
第
二
號
　
　
三
〇
九

（123）



　
　
　
・
　
近
縫
に
於
け
ろ
亘
石
蓮
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
谷
　
第
二
號
　
　
三
「
○

思
は
れ
る
。
而
し
て
之
に
は
其
運
搬
の
方
法
に
就
い
て
は
明
記
せ
ら
れ
て
居
な
い
が
、
か
の
紀
伊
國
名
所
圖
會
に
見
え

　
　
　
　
　
物

る
絡
の
如
き
は
（
第
六
圖
）
全
く
の
想
像
圖
と
は
見
微
さ
れ
難
く
、
山
上
運
搬
の
場
合
を
的
確
に
示
し
た
一
例
と
す
べ
き

も
の
で
あ
ら
う
。
し
か
も
こ
の
絡
は
一
面
に
於
い
て
黛
山
上
蓮
搬
の
際
は
既
述
せ
し
如
く
多
人
数
の
肩
を
利
用
し
て
徐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
々
に
一
進
ず
る
原
始
的
方
法
が
、
修
羅
叉
ば
車
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
類
の
器
且
ハ
を
利
用
す
る
よ
り
寧
ろ
軽
輩
に
し
て
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
数
な
る
も
の
と
し
て
探
回
せ
ら
れ
た
事
を
も
示
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
も
の
で
あ
ら
う
Q

　　

@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　

Z
・
て
以
上
襖
陸
上
の
羅
の
實
際
に
業
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
が
、
若
し
水
上
に
て
運
嚇
せ
む
れ
る
場
合
は
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圖
　
勢
力
が
大
い
に
減
せ
ら
れ
る
こ
と
は
自
明
の
理
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
．
随
っ
て
水
上
の
便
が
あ
れ
ば
出
來
得
る
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
之
が
利
用
に
努
め
た
事
・
は
推
察
に
難
く
な
い
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
の
江
戸
城
修
築
の
際
の
石
材
は
「
船
を
以
て
可

　
　
三

瀬
運
逡
」
の
如
く
多
く
海
上
に
よ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
中
に
は
大
風
の
爲
に
「
自
“
伊
豆
國
一
江
湊
江
石
運
途
之
根
数
百
艘

被
損
、
其
内
鍋
島
信
濃
守
九
州
衆
石
船
講
和
艘
、
加
藤
左
馬
之
助
豫
州
衆
四
十
六
艘
黒
田
筑
州
筑
前
辮
衆
艘
也
、
野
外
五



　
　
　
　
　
　
鋤

艘
三
章
不
可
勝
計
」
の
如
き
惨
事
も
醸
さ
れ
る
に
過
つ
だ
の
は
人
の
よ
く
知
る
所
で
あ
る
。
省
こ
の
伊
豆
國
よ
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絢

運
搬
に
は
、
船
一
艘
に
甥
し
て
「
百
人
持
之
石
ニ
ッ
宛
」
入
れ
た
と
言
は
れ
て
居
る
が
、
そ
の
石
船
の
構
造
の
如
き
に

就
い
て
は
明
か
に
知
る
事
は
出
異
な
い
。
た
や
こ
の
場
合
、
『
和
漢
船
用
集
』
に
見
ゆ
る

　
芸
州
川
船
の
石
船
是
を
團
兵
衡
と
云
（
中
略
）
此
石
船
は
船
側
の
上
に
板
を
敷
な
ら
べ
釘
付
に
し
て
其
上
に
石
を
の
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
駒

　
て
運
逡
す
る
の
舟
也

の
記
事
は
、
そ
の
構
造
を
推
測
せ
し
め
る
一
示
唆
た
り
得
る
も
の
で
あ
ら
う
。

　
樹
、
特
に
互
大
な
る
石
の
運
逡
に
際
し
て
は
、
『
明
良
晶
出
』
に
前
述
し
た
大
石
運
途
の
際
の
長
政
の
言
に
「
海
上
運

邊
の
事
は
先
釜
石
実
磐
撃
奢
に
籍
を
絆
ぎ
藩
蓬
ら
ば
葉
装
ハ
難
き
奢
ん
や
」
と
傳
へ
ら
島

て
居
る
如
く
に
特
殊
な
る
装
置
を
加
へ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
未
見
の
も
の
で
は
あ
る
が
、
近
年
切
盛
市
の
一
善
家
よ

り
登
見
せ
ら
れ
た
と
い
は
れ
る
古
文
書
に
、
大
坂
城
の
互
石
巌
逡
に
際
し
、
船
の
上
よ
り
船
底
へ
大
綱
を
廻
し
て
互
石

を
海
中
に
つ
り
下
げ
、
船
の
沈
下
を
防
ぐ
爲
数
個
の
大
量
を
船
に
結
び
つ
け
て
浄
力
を
増
大
す
る
方
法
を
採
っ
た
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
物

記
録
せ
る
も
の
も
あ
っ
た
と
報
せ
ら
れ
て
居
る
こ
と
は
、
若
し
眞
な
ら
ば
亦
興
味
深
き
海
上
輸
逡
の
一
例
と
い
っ
て
よ

か
ら
う
。
次
に
、
更
に
考
察
を
進
め
れ
ば
、
互
石
を
陸
地
よ
り
積
載
し
又
は
下
す
際
に
は
少
か
ら
ざ
る
困
難
を
要
し
た

事
は
容
易
に
推
察
せ
ら
れ
る
が
、
之
を
當
時
如
何
に
し
て
な
し
た
。
ぢ
う
か
。
之
に
就
い
て
は
幸
に
し
て
左
の
記
事
は
斯

る
…
例
を
最
も
よ
く
洩
ち
し
て
居
る
も
の
と
し
て
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
近
世
に
於
け
ろ
押
傷
蓮
工
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巻
　
第
二
號
　
　
三
一
一



　
　
　
　
　
近
世
に
於
け
る
互
石
　
運
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
管
巻
　
第
二
號
　
　
三
＝
一

「
伊
豆
の
國
に
て
大
石
を
大
船
に
つ
む
を
見
し
に
海
中
へ
石
に
て
島
を
つ
き
出
し
水
底
深
き
岸
に
舟
を
付
、
陸
と
船
と

の
間
に
柱
を
打
渡
し
、
船
を
う
ご
か
さ
す
李
地
の
ご
と
滋
を
つ
。
く
り
石
を
ば
毫
に
載
せ
船
の
う
ち
に
ま
き
車
を
付
て

　
　
　
　
　
　
劉

綱
を
引
云
々
」

（
－
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
，
。
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
－
o
）

（
1
1
）

、
（
1
2
）

大
友
興
膜
記
　
巷
第
十
三
、
流
言
の
事
　
　
　
r

明
良
洪
範
　
二
、
（
國
書
刊
行
會
本
）

塩
誕
抄
　
巷
之
一
　
七
十
六

　
石
引
物
ヲ
シ
ユ
ラ
ト
云
ハ
々
凹
事
ソ

諺
草
（
六
之
十
）
及
び
倭
罰
栞
等
峯
照

　
俗
…
に
石
引
車
な
修
羅
と
い
ふ
云
々

安
齊
腿
筆
　
巷
之
十
四

嬉
遊
笑
難
　
谷
ご
、
下
、
器
用
の
部

例
へ
げ
【
享
保
十
山
ハ
』
牛
に
焼
彼
ゼ
ら
れ
象
蝿
に

　
一
、
前
々
よ
リ
牛
車
大
入
車
地
車
荷
羅
馬
又
々
近
來
ば
多
引
付
候
檬
．
粗
悶
居
間
差
糠
無
之
様
、
蠣
可
塑
申
付
侯
以
上
（
正
蜜
錐
十
三
所
牧
）

と
見
ゆ
る
如
き
も
の
で
、
之
に
類
し
糞
も
の
に
此
磐
代
の
鰯
書
に
多
籔
見
受
け
ら
れ
る
厨
で
あ
る
。

江
戸
名
所
記
第
五
（
綾
々
，
群
啓
瀬
從
第
入
地
理
部
所
牧
）

室
町
殿
日
記
　
巷
十
　
小
天
狗
の
事

北
越
雪
譜
　
二
編
　
春
の
部

梅
園
。
記
　
巻
之
四
　
（
百
家
蹴
林
　
績
編
上
研
牧
）

東
京
夢
華
簸
　
谷
三
　
船
載
雑
萱
　
（
學
津
討
原
　
第
七
険
所
牧
）

（　IS一・6　）



（
1
3
）
　
林
學
繊
四
士
上
村
勝
爾
氏
著
　
森
林
土
木
學
　
中
谷

（
1
4
）
術
、
か
」
ろ
修
羅
の
語
の
意
義
に
就
い
て
に
、
之
た
修
羅
と
帝
繹
と
の
圃
畢
に
結
び
つ
け
て
「
佛
経
に
阿
修
羅
帝
羅
と
擢
な
雫
て
修
羅
負
ろ
昧
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ス
ノ
イ
ト

　
　
　
手
に
H
月
た
立
て
鵜
謙
孔
中
に
か
く
れ
帝
繹
負
ろ
時
に
天
宮
十
三
重
の
連
中
に
か
く
ろ
、
等
の
親
あ
り
、
天
台
丈
句
疏
記
及
名
義
集
に
み
え
糞
り

　
　
　
俗
に
石
引
車
を
修
羅
と
云
大
石
帝
繹
音
相
似
懸
り
岡
修
羅
帝
繹
な
動
ず
義
な
と
れ
り
」
（
学
業
六
之
下
所
載
）
と
な
す
説
が
多
い
が
（
膿
腿
抄
・
倭
訓

　
　
　
栞
塾
照
）
、
牽
強
附
命
～
の
嫌
ひ
あ
り
遽
か
に
腿
ふ
事
は
繊
罪
な
い
。
殊
に
修
羅
な
る
も
の
に
、
大
望
た
蓮
ぷ
も
の
、
み
な
ら
す
版
子
な
き
無
と
患

　
　
　
に
れ
る
も
の
為
修
羅
船
の
如
く
構
ぜ
ら
れ
ろ
こ
と
（
御
勝
手
方
定
書
　
享
保
十
壮
年
癸
丑
月
日
　
川
船
役
研
動
方
船
役
銀
取
立
等
之
定
書
、
諸
造

　
　
　
船
式
岡
等
峯
照
）
な
考
慮
す
れ
ば
、
鱗
ろ
或
構
造
上
よ
り
來
由
し
六
名
穂
と
も
思
に
れ
う
も
の
で
あ
ろ
が
、
こ
、
に
臨
定
的
な
解
繹
為
與
へ
る
事

　
　
　
は
斑
來
な
い
。

（
1
5
）
　
籔
用
集
（
易
林
本
）
　
之
ノ
部
　
器
財

（
1
6
）
　
無
論
、
修
羅
ほ
一
般
的
に
に
か
く
し
て
旗
亭
し
乳
と
見
ろ
べ
き
様
に
思
に
れ
る
が
、
術
圭
俗
と
し
て
地
方
に
存
し
六
こ
と
ば
推
察
に
難
く
な
い
。

　
　
　
殊
に
興
昧
深
き
に
、
硯
今
に
於
い
て
も
森
林
土
木
學
の
方
癒
に
て
修
羅
な
る
語
の
便
用
せ
ら
れ
て
居
る
馳
で
あ
る
。
即
ち
是
ほ
数
本
の
丸
太
材
為

　
　
　
並
列
し
て
牛
圓
形
の
溝
な
造
り
其
上
に
木
材
存
滑
走
ぜ
し
め
る
木
造
滑
路
為
興
す
う
も
の
で
ω
瘡
毒
尻
腐
窪
ω
署
げ
。
。
・
三
。
馨
㌔
。
δ
1
ω
ま
。
。
・
等

　
　
　
に
相
黙
す
る
。
修
羅
一
枚
の
長
さ
に
二
間
乃
至
三
問
、
溝
の
輻
ば
二
尺
五
寸
乃
至
五
尺
な
寂
黙
と
し
、
之
為
順
次
蓮
接
延
長
し
て
土
揚
と
土
場
と

　
　
　
の
蓮
材
等
に
供
す
る
由
で
あ
り
、
更
に
構
造
上
よ
り
「
ナ
ル
修
羅
」
「
板
修
羅
」
（
切
鬼
簿
窪
O
器
熱
水
修
羅
（
ノ
く
偽
。
り
厚
着
冴
蓉
【
回
）
等
が
存
す
る
（
前
記
森
林

　
　
　
土
木
學
二
二
〇
頁
以
下
）
。
か
・
る
修
羅
の
語
ば
如
何
な
ろ
根
採
た
有
す
ろ
か
明
か
で
な
い
が
、
前
記
の
如
く
修
羅
の
語
義
た
考
察
す
る
上
に
、

　
　
　
こ
の
用
例
も
一
示
唆
た
與
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

（
1
7
）
　
太
閤
｛
記
　
巻
七
　
　
（
改
定
史
籍
集
費
　
　
第
山
ハ
海
所
牧
）

（
1
8
）
　
儒
長
公
記
　
巷
二
　
（
孜
定
吏
籍
集
萱
　
第
十
九
班
所
牧
）

（
1
9
）
　
滋
賀
縣
愛
知
郡
角
井
村
に
祥
す
ろ
百
電
工
所
藏
の
絡
馬
に
、
昨
年
の
入
月
ご
十
七
日
建
地
を
訪
れ
て
親
し
く
見
る
こ
と
為
得
六
。
長
さ
六
尺
一

　
　
　
輻
三
尺
ご
寸
厚
さ
二
分
五
厘
、
四
枚
の
板
た
横
に
縫
婁
合
せ
れ
大
な
る
も
の
で
、
彩
色
な
以
て
鍵
．
か
れ
て
居
ろ
。

　
　
　
　
近
世
に
於
け
る
軸
流
蓮
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
質
　
第
二
號
　
　
三
一
三

（　127　）



（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

（
2
7
）

（
2
8
）

近
世
に
於
け
る
亘
石
芋
憲
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
二
號
　
　
三
一
四

帝
室
博
物
館
回
錐
　
第
二
期
第
七
輯
所
牧

信
長
公
記
　
巻
之
九

祀
難
解
名
所
濁
点
　
巻
之
四
　
高
野
山
。
構
此
面
の
簡
軍
な
方
法
巨
現
今
朝
鮮
に
て
も
行
に
れ
て
屠
ろ
　
（
能
勢
氏
談
）
。

當
代
記
　
巷
四
　
慶
長
十
こ
年
三
月
三
日
の
條
　
（
史
籍
維
纂
第
二
所
記
）

當
代
認
　
巻
三

常
代
記
　
谷
三

和
漢
船
用
集
　
巻
第
五
　
ハ
海
事
旗
料
叢
書
第
十
一
巻
所
収
）

大
阪
毎
日
新
聞
　
昭
和
五
年
四
月
二
十
四
日
記
事

慶
長
見
聞
集
　
巻
ノ
九

　
　
　
　
四
、
器
量
初
頭
に
於
け
る
磐
石
’
運
搬
に
附
随
す
る
二
三
の
問
題

（12・　S）

　
如
上
、
聖
徳
運
搬
法
の
實
際
に
就
い
て
概
暑
し
た
。
併
し
更
に
帯
く
亘
石
蓮
搬
工
事
に
封
し
て
考
察
を
向
け
る
時
、

そ
の
外
に
伺
残
さ
れ
た
る
問
題
も
少
く
は
な
い
。
例
へ
ば
、
石
材
の
探
取
場
の
如
き
或
は
運
搬
人
夫
数
の
如
き
或
は
叉

工
事
に
俘
ふ
経
書
上
の
諸
考
察
の
如
き
、
何
れ
も
皆
興
味
深
き
好
題
た
る
を
失
は
な
い
。
最
後
に
そ
の
＝
一
に
就
ぎ
簡

輩
に
三
三
し
よ
う
。

　
先
づ
石
材
の
採
取
場
師
ち
所
謂
石
場
の
如
き
は
、
當
時
の
記
録
傳
承
を
現
今
の
石
材
の
産
地
と
比
較
照
合
し
て
明
か

に
せ
ら
れ
る
絶
食
少
C
な
い
・
例
へ
ば
大
佛
殿
の
薯
の
如
さ
嶽
自
論
罪
遙
ん
だ
と
い
は
れ
る
⑳
こ
の
地
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

現
在
に
て
も
欝
欝
岩
の
産
地
と
し
て
藩
名
な
る
も
の
で
あ
り
、
又
名
古
屋
家
造
螢
の
際
の
石
材
が
多
く
尾
張
國
春
日
井



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

郡
岩
崎
村
よ
り
探
早
し
た
と
傳
へ
ら
れ
る
の
は
、
現
今
花
立
岩
の
産
地
た
る
地
に
吻
合
す
る
も
の
で
あ
）
、
之
を
信
じ

て
差
支
へ
な
か
ら
う
。
更
に
安
土
城
普
請
の
際
、
観
音
寺
山
長
命
寺
山
長
光
寺
山
伊
場
山
等
よ
り
石
材
を
運
搬
し
た
と

　
　
　
の

の
記
事
は
亦
現
在
花
山
岡
岩
の
産
地
を
…
以
て
知
ら
れ
る
滋
賀
縣
蒲
生
郡
沖
島
奥
島
長
命
寺
等
と
比
較
考
察
す
べ
き
も
の
が

あ
ら
う
。
而
し
て
斯
か
る
石
材
の
鯨
取
に
於
い
て
は
、
運
搬
の
都
合
上
、
そ
の
仕
上
げ
を
要
す
る
場
合
は
多
く
現
場
に

て
な
さ
れ
た
事
は
考
へ
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
江
戸
城
修
築
の
際
石
材
供
給
に
幾
つ
た
黒
田
長
政
の
記
せ
る

　
角
わ
き
ひ
か
へ
長
さ
四
尺
に
仕
そ
の
外
之
長
き
分
を
き
ら
せ
候
へ
其
方
に
て
舟
に
つ
み
候
時
も
叉
甘
地
に
て
上
ヶ
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
仁
為
少
に
て
も
殊
外
を
も
く
候
間
其
通
堅
可
＝
申
付
一
之
由
、
書
付
を
以
申
聞
候
虎
云
々

の
文
書
は
之
を
裏
書
き
す
る
に
足
る
も
の
で
あ
る
。
随
っ
て
我
國
に
あ
っ
て
は
今
に
至
る
迄
爾
閑
却
せ
ら
れ
た
る
探
取

場
の
如
き
特
殊
な
る
遺
蹟
を
も
注
意
す
る
こ
と
は
、
三
悪
に
於
い
て
少
か
ら
ざ
る
興
趣
を
輿
へ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

近
兵
庫
縣
六
甲
山
の
麓
に
於
い
て
偶
然
大
坂
城
の
石
と
同
｝
の
絞
を
刻
す
る
輝
石
の
登
見
せ
ら
れ
た
の
は
、
亦
か
、
る

考
察
の
上
に
興
味
深
き
一
資
料
を
投
ず
る
も
の
と
し
嫁
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
堆
石
の
運
搬
に
際
し
て
は
如
何
程
の
公
器
を
必
要
と
し
た
か
。
無
論
此
場
合
、
か
の
安
土
城
に
運
ぶ
に
千
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

二
千
人
三
千
入
互
大
な
る
に
至
っ
て
は
一
萬
除
入
を
以
て
な
し
た
と
い
ひ
、
又
鹿
谷
よ
り
大
客
殿
に
蓮
搬
す
る
に
三
千

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

五
百
人
を
要
し
た
と
い
は
れ
る
如
き
は
此
等
を
物
語
る
二
三
例
で
は
あ
る
が
、
も
と
よ
り
之
に
少
か
ら
ざ
る
誇
大
の
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

す
み
の
ば
考
へ
ら
る
べ
く
、
以
て
之
よ
り
直
ち
に
正
確
な
る
人
数
を
遵
く
こ
と
は
不
可
能
と
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
而
し

　
　
　
　
近
世
に
於
け
る
互
石
蓮
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
　
単
二
號
　
　
三
一
五

（ユ29）



　
　
　
　
　
近
世
に
於
ゆ
り
ろ
拝
石
蓮
工
法
の
考
寂
黙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
・
入
巻
　
川
平
二
鞭
凱
　
　
三
一
山
ハ

て
か
～
協
蓮
搬
に
際
し
て
は
入
夫
中
に
負
傷
者
の
送
出
し
た
こ
と
は
亦
酒
過
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
此
石
に
て
毎
日
し
ゅ
ら
も
と
に
て
手
子
の
者
と
も
十
人
妻
入
け
が
を
せ
ざ
る
者
な
か
り
け
う

の
一
記
事
こ
そ
、
む
の
消
息
を
示
し
て
籐
す
所
が
な
か
ら
う
。

　
又
経
濟
上
の
問
題
に
於
い
て
は
、
例
へ
ば
蓮
搬
人
夫
の
勢
無
病
は
場
合
に
よ
っ
て
は
石
材
の
軍
債
等
の
如
く
考
察
す

べ
き
も
の
も
多
い
が
、
こ
、
に
之
を
詳
言
す
乃
機
曾
は
な
い
。
元
や
石
材
の
如
き
は

　
響
く
り
石
は
、
去
年
米
に
て
か
い
被
置
け
る
を
、
今
金
に
被
レ
替
け
る
、
但
去
年
被
壷
時
は
下
直
、
今
は
高
直
也
、

　
於
呂
江
戸
一
諾
貰
買
の
石
あ
う
、
百
人
持
の
石
一
を
銀
二
□
充
也
．
こ
ろ
た
の
石
は
「
間
四
方
の
箱
一
を
小
野
之
金
三

　
爾
宛
之
儂
也

と
見
え
る
の
は
信
ず
べ
き
且
興
深
き
一
例
を
な
す
も
の
と
思
は
れ
る
Q

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
径
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

蘭
詑
太
閤
認
　
巻
七

現
在
の
石
材
産
地
に
、
本
邦
産
建
築
石
材
（
臨
時
議
院
建
築
局
編
纂
）
附
錐
　
本
邦
建
築
石
材
産
卵
一
輪
表
に
よ
る

張
州
府
志
　
巻
第
十
一

前
認
　
僑
長
公
記
　
谷
之
九

麻
生
丈
書
　
三

大
阪
朝
日
薪
聞
昭
和
七
年
五
月
四
日
記
事
。
術
『
小
豆
郡
誌
』
に
依
る
と
、
小
豆
島
の
小
海
港
に
も
大
儀
韻
脚
の
継
目
が
残
荏
し
て
居
る
由
で
あ
る
。

前
記
　
信
長
公
記
鱒
．
巻
之
九

前
記
　
室
町
殿
H
託
　
巻
十

（130）



　
　
（
9
）
私
讐
案
と
し
て
土
木
工
學
の
見
地
よ
り
置
ハ
公
式
准
以
て
換
箕
し
ょ
う
と
試
み
糞
事
も
あ
っ
六
。
併
し
是
ば
石
材
の
重
量
．
目
数
．
蓮
途
距
離
．
勾

　
　
　
　
配
の
有
無
等
た
知
っ
て
始
め
て
導
か
る
・
も
の
で
あ
り
、
随
っ
て
當
時
の
不
完
全
な
る
丈
撒
の
み
に
よ
っ
て
に
之
な
求
め
ろ
こ
と
ば
到
底
不
可
能

　
　
　
　
と
し
て
臨
念
す
ろ
の
や
む
な
き
に
至
つ
六
。

　
（
l
o
）
　
前
記
室
町
殿
日
記
　
巷
十

　
（
1
1
）
　
當
代
記
　
巷
二

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
結
　
　
　
語

　
我
が
近
世
初
頭
に
於
け
る
亘
石
三
重
は
、
以
上
述
べ
來
た
っ
た
所
に
よ
っ
て
其
一
端
は
洩
ら
さ
れ
泥
。
或
は
修
羅
て

ふ
特
殊
な
る
器
具
の
存
在
、
或
は
毅
賑
た
る
蓮
搬
光
景
、
將
叉
画
上
運
搬
の
困
難
、
水
上
蓮
逡
の
諸
法
等
に
は
、
直
接

我
々
に
實
際
問
題
と
し
て
興
味
深
き
意
義
を
與
へ
、
更
に
延
い
て
は
我
々
を
し
て
限
り
な
き
想
像
を
も
走
ら
し
め
て
や

ま
な
い
だ
ら
う
。

　
し
か
も
其
運
搬
法
に
於
い
て
、
先
に
述
べ
た
も
の
と
甥
照
し
て
一
般
に
原
始
的
方
法
と
見
徹
さ
れ
る
も
の
も
行
は
れ

し
を
確
め
得
た
の
は
、
殊
更
に
特
殊
な
る
示
唆
を
興
へ
、
償
値
多
き
興
趣
を
喚
起
せ
し
め
る
も
の
で
あ
る
Q
換
言
す
れ

ば
、
如
上
墓
石
運
搬
に
際
し
て
未
だ
機
械
力
の
利
用
が
登
達
し
な
い
場
合
、
人
々
の
間
に
膚
ら
考
案
せ
ら
れ
届
物
せ
ら

れ
だ
最
も
自
然
的
な
且
合
理
的
な
方
法
の
中
に
は
時
と
慮
と
を
超
越
し
て
殆
ど
軌
を
一
に
す
る
も
の
、
あ
る
こ
と
の
確

認
は
、
近
世
以
前
に
行
は
れ
た
亘
石
の
蓮
搬
に
思
し
て
も
一
つ
の
示
駿
を
投
ず
べ
く
、
更
に
遡
っ
て
は
古
代
に
於
け
る

其
原
始
的
方
法
の
推
究
に
も
何
等
か
の
暗
示
を
與
へ
る
に
足
る
も
の
が
あ
ら
う
。

　
　
　
　
近
世
に
於
け
る
離
石
蓮
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
入
巷
　
第
二
號
　
　
三
一
七
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近
世
に
於
け
ろ
互
石
蓮
搬
法
の
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
十
八
巻
　
第
二
號
　
　
三
一
入

　
蓋
し
我
右
代
は
亦
高
塚
の
石
室
等
を
始
め
と
し
て
温
石
運
搬
の
最
も
参
議
に
行
は
れ
た
一
時
代
で
あ
っ
た
Q
し
か
も

機
械
力
の
全
く
螢
達
し
な
い
此
時
代
に
あ
っ
て
、
互
石
を
蓮
搬
し
た
の
は
建
に
驚
嘆
に
値
す
べ
き
事
で
あ
っ
た
略
う
。

然
る
に
斯
か
る
大
工
事
な
り
し
に
拘
ら
す
、
未
だ
そ
の
鯨
肉
的
方
法
の
考
察
に
調
し
て
は
殆
ど
暗
冥
の
域
に
あ
る
の
は

遺
憾
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
や
若
し
、
以
上
述
べ
來
た
っ
た
小
考
察
が
假
倉
未
だ
微
々
に
し
て
且
朦
朧
た
る
弱

光
で
あ
る
と
も
て
も
、
其
事
塁
上
一
つ
の
明
る
み
を
輿
へ
る
を
得
ば
、
私
の
最
も
本
懐
と
す
る
所
で
あ
る
。

　
こ
の
小
稿
は
、
も
と
よ
り
近
世
史
の
專
門
外
に
あ
る
者
に
よ
っ
て
草
せ
ら
れ
し
も
の
、
そ
こ
に
多
く
の
不
充
分
の
黙

あ
る
は
免
れ
な
い
。
幸
に
し
て
幽
門
諸
先
輩
の
惜
し
み
な
き
垂
激
に
よ
っ
て
、
更
に
そ
の
薄
明
に
一
段
の
光
明
を
加
へ

得
る
事
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

（　132　）


